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第

回 

 

社
説
・
日
米
韓
の
北
朝
鮮
対
応 

 
 

 
 

 
※
２
０
２
３
年
６
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
と
い
う
共

通
の
目
標
に
向
け
、
日
米
韓
の
連
携
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
た
国
際
会

議
に
合
わ
せ
、
３
カ
国
の
防
衛
相
会
談

が
開
か
れ
た
。
北
朝
鮮
が
発
射
し
た
ミ

サ
イ
ル
情
報
を
即
時
に
共
有
す
る
仕
組

み
を
、
年
内
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
一

致
し
た
。 

 

韓
国
は
ミ
サ
イ
ル
発
射
直
後
の
状
況
、

日
本
は
自
国
に
近
い
海
域
や
空
域
で
の

軌
道
を
把
握
で
き
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま

で
日
韓
間
の
情
報
の
や
り
と
り
に
は
時

間
が
か
か
り
、
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル

の
数
な
ど
の
説
明
が
食
い
違
う
こ
と
も

あ
っ
た
。 

 

瞬
時
に
情
報
を
共
有
で
き
る
こ
と
が

可
能
に
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
問
題
は
解

消
さ
れ
る
は
ず
だ
。
全
国
瞬
時
警
戒
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
発
令
の
迅

速
化
や
、
制
度
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。 

 
北
朝
鮮
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
加

速
し
、
「
軍
事
偵
察
衛
星
」
の
運
用
に

も
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
脅
威
が
増
大

す
る
中
、
日
米
間
の
対
処
能
力
の
向
上

は
待
っ
た
な
し
だ
。 

 

連
携
強
化
に
は
日
韓
の
信
頼
関
係
の

再
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。
両
国
の
防
衛

当
局
間
に
は
、
２
０
１
８
年
の
韓
国
軍

艦
艇
に
よ
る
海
上
自
衛
隊
哨
戒
機
へ
の

火
器
官
制
レ
ー
ザ
ー
照
射
問
題
な
ど
で

相
互
不
信
が
広
が
り
、
安
全
保
障
協
力

の
妨
げ
と
な
っ
て
き
た
。 

 

約
３
年
半
ぶ
り
に
開
か
れ
た
日
韓
防

衛
相
会
談
で
は
、
レ
ー
ザ
ー
照
射
問
題

を
棚
上
げ
す
る
形
で
協
力
を
進
め
る
こ



 2 / 2 

 

と
で
一
致
し
た
。
背
景
に
は
、
首
脳
に

よ
る
相
互
往
来
再
開
な
ど
関
係
改
善
の

流
れ
が
あ
る
た
め
だ
。 

 

た
だ
、
北
朝
鮮
の
行
動
を
変
え
る
に

は
、
日
米
韓
に
よ
る
安
保
協
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
。 

 

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
基

づ
く
制
裁
は
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に

歯
止
め
を
か
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
安
保

理
は
機
能
不
全
に
陥
り
、
対
北
朝
鮮
で

も
中
露
の
反
対
で
一
致
し
た
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。 

 

日
米
韓
は
国
際
社
会
に
対
し
、
決
議

の
完
全
履
行
を
求
め
い
く
必
要
が
あ
る
。

中
国
に
対
し
て
も
、
北
朝
鮮
へ
の
影
響

力
を
行
使
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

べ
き
だ
。 

  
 

    

                          


